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落
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地
景
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考
ふ
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。
併
せ
て
村
事
上
の
雑
事
を
も
加
ふ
。

目

録

地
勢
岩
石
土
壌

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

上
虻
川

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

浦
田

島
の
腰

古
館

十
王
堂
沢

寺
屋
布

稽
古

沢

寺
台

ケ
ン
ソ
ウ
館

シ
ヤ
ウ
フ
沢

鎗
見
沢

鳥
海
房

入
定
塚

上
虻
川
名
称

千
海
房

舟
橋

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

船
橋
名
称

古
館

稽
古
沢

岡
井
戸
名
称

新
屋
敷

角
町
の
古
屋
布

手
の
上

岡
井
戸

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３

岡
井
戸
の
名
称

産
土
神
八
幡
宮

瀬
下
氏
の
系
図

瀧
の
沢

石
英
粗
面
岩

槻
木

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４

槻
木
の
名
称

槐
館

大
坂
森

古
墳

土
瀝
青

塔

田
の
堀
跡

某
年
の
大
洪
水

真
形
草
生
土

馬
頭
観
音

龍
毛

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５

龍
毛
の
名
称

極
楽
館

尼
沢

護
摩
沢

観
音
村

毘
沙
門
堂

細
田
の
岳

坂
の
下

古
屋
布

堤
下
の

角
閃
安
山
岩

沖
村

旧
家
重
助

冷
泉

土
瀝
青

山
田

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

古
館

屋
布
館

御
園

古
井
戸

焼
米

中
丸

大

手
の
口

墓
地
再
点

旧
家
の
六
氏

八
幡
館

畳
石

寺
屋
布

古
木

岩
石

石
器
類

市

ノ
坪

法
流
沢

湯
の
沢

満
中

大
学
屋
布

山
田
葬

具



- 1 -

地
勢
岩
石
土
質

山
は
第
三
紀
に
し
て
東
部
の
山
の
麓
に
あ
り
。
第
四
紀
古
層

の
地
処
々
に
あ
り
。
新
層
は
上
虻
川
山
よ
り
破
壊
し
て
舟
橋
、

岡
井
戸
、
槻
木
、
龍
毛
に
至
り
、
山
田
の
出
水
合
し
て
潟
に
注

げ
り
。
金
足
の
出
水
は
大
久
保
村
元
木
の
山
崎
よ
り
堺
し
て
共

に
潟
に
注
げ
り
。
岩
石
は
多
く
石
英
粗
面
岩
に
し
て
上
虻
川
山

よ
り
つ
づ
き
岡
井
戸
瀧
の
沢
に
石
実
あ
り
。
土
台
石
又
は
石
碑

等
に
用
ゆ
、
彫
す
る
文
字
容
易
く
減
滅
せ
ず
。
山
田
に
至
れ
ば

頁
岩
多
し
、
砂
岩
、
聚
塊
岩
ま
れ
に
見
ゆ
。
槻
木
、
龍
毛
に
は

土
瀝
青
多
し
、
一
山
悉
く
産
す
。
土
質
は
埴
土
最
も
多
し
、
腐

植
土
是
に
次
ぐ
、
壌
土
砂
土
最
も
少
し
。

上
虻
川

浦
田

島
の
腰

第
三
紀
中
化
石
多
し
。
す
べ
て
海
面
の
押
し
上
げ
ら
れ
た
る

地
に
し
て
、
浦
田
、
嶋
の
腰
等
の
名
称
を
始
め
其
認
と
す
べ
き

も
の
化
石
処
々
よ
り
産
す
。

古
館

十
王
堂
沢

寺
屋
布

稽
古
沢

今
の
字
清
水
に
あ
り
。
古
館
跡
は
南
方
の
山
に
あ
り
、
東
方

に
は
寺
屋
布
の
跡
あ
り
、
西
部
に
は
十
王
堂
沢
あ
り
、
中
央
の

谷
田
に
稽
古
沢
の
名
称
あ
り
。
す
べ
て
此
近
傍
屋
布
あ
り
と
い

へ
ど
も
、
住
居
せ
し
人
の
名
知
る
に
よ
し
な
し
。

寺
台

字
十
九
番
古
井
内
に
あ
り
。
山
上
に
薬
師
堂
あ
り
、
其
下
段

に
寺
屋
敷
の
跡
あ
り
、
之
を
寺
台
と
い
ふ
。
何
寺
と
い
ふ
事
を

知
ら
ず
。

文
覚
台

文
覚
行
人
塚

新
処
北
の
山
の
上
に
あ
り
。
文
覚
と
い
ふ
行
人
の
生
な
が
ら

入
定
し
た
る
塚
也
。
三
十
年
里
人
狸
を
堀
る
為
に
堀
た
り
し
に

左
の
品
物
を
得
た
り
。
其
塚
の
上
に
松
あ
り
。
行
人
入
定
の
時

錠
の
音
な
く
な
り
し
時
堀
み
よ
と
い
た
し
よ
し
。
塚
の
上
に
松

を
植
た
る
を
、
今
八
尺
斗
の
廻
り
の
よ
し
。
年
代
詳
か
な
ら
さ

れ
ど
も
、
松
を
以
っ
て
し
る
に
も
二
百
年
前
後
な
る
べ
し
。
此

あ
と
千
海
房
な
り
と
い
ひ
つ
た
ふ
。

ゲ
ン
ソ
ウ
館
の
跡

菖
蒲
沢

鑓
見
沢

二
十
番
字
大
工
沢
に
あ
り
。
西
方
の
山
に
あ
り
、
菖
蒲
沢
は

勝
負
沢
か
、
鑓
見
沢
等
皆
古
館
に
縁
あ
り
。
又
此
沢
は
大
工
の

住
た
り
と
の
口
碑
よ
り
名
と
す
。
今
も
大
工
屋
敷
の
跡
あ
り
。

鳥
海
房
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中
田
市
治
と
云
人
に
て
今
の
甚
太
其
跡
也
。

千
海
房山

根
に
あ
り
。
今
は
佐
々
木
仁
左
エ
門
の
屋
敷
也
。

入
定
塚

南
都
家
系
図

上
虻
川
名
称

下
虻
川
に
対
す
る
の
称
な
れ
ば
、
此
一
沢
は
も
と
単
に
虻
川

と
い
へ
る
処
な
る
べ
し
。
古
き
野
帳
に
も
虻
川
の
沢
某
村
と
あ

れ
ば
、
後
分
村
し
て
上
虻
川
、
下
虻
川
と
わ
か
れ
、
其
間
に
舟

橋
、
岡
井
戸
、
槻
木
、
龍
毛
、
山
田
等
の
村
居
を
な
せ
し
な
ら

ん
。

舟
橋

舟
橋
の
名
称

舟
橋
は
村
の
東
南
に
方
り
て
、
古
館
の
あ
と
あ
り
。
此
館
に

通
ふ
舟
橋
あ
り
し
処
に
や
、
又
は
洪
水
等
の
時
舟
橋
を
渡
し
た

る
に
や
。
い
づ
れ
古
館
に
わ
た
る
の
舟
橋
也
。
今
の
舟
橋
の
家

居
と
岡
井
戸
の
山
根
ま
で
の
間
の
田
面
は
家
居
あ
り
し
処
な

ら
ん
、
中
丸
等
の
名
残
れ
り
。
今
舟
橋
よ
り
槻
木
に
通
ふ
川
沿

の
道
は
新
道
な
る
べ
し
。
槻
木
南
部
の
山
根
を
通
り
し
な
ら
ん
。

古
館

南
部
の
山
嶺
に
あ
り
。
其
麓
に
稽
古
沢
あ
り
、
住
人
の
名
し

れ
ず
。

岡
井
戸
の
名
称

阿
弥
陀
堂

岡
井
戸
村
の
本
村
は
今
の
老
潟
に
し
て
、
今
の
川
を
南
部
の

上
段
古
地
の
間
に
古
川
あ
り
て
槻
木
に
通
せ
し
跡
あ
り
。
其
間

に
溜
あ
り
し
を
老
潟
と
名
付
し
な
ら
ん
。
其
陸
に
井
戸
あ
り
し

を
村
の
名
と
せ
し
な
ら
ん
。
其
井
戸
今
の
苗
代
田
の
内
畦
間
に

あ
り
、
字
深
持
の
畦
間
に
残
れ
り
。
又
古
く
井
戸
頭
等
の
字
あ

り
、
明
治
九
年
地
租
改
正
の
時
舟
橋
に
組
込
た
り
（
深
持
に
）
。

山
林
に
あ
る
阿
弥
陀
堂
も
、
素
と
岡
井
戸
の
古
産
土
神
社
と
い

ひ
伝
へ
り
。
今
の
岡
井
戸
は
却
て
後
に
開
け
し
処
な
り
。

新
屋
敷上

虻
川
新
屋
敷
に
つ
づ
く
。
元
と
同
村
た
り
し
時
一
の
地
也
。

則
古
館
の
あ
り
し
と
こ
ろ
に
対
し
て
後
ひ
ら
き
を
新
屋
敷
と

い
ひ
、
又
後
に
廃
家
せ
し
な
ら
ん
。

角
町
の
古
屋
敷
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今
の
字
鈴
木
と
い
ふ
処
の
西
端
に
村
役
場
あ
り
、
道
路
を
へ

だ
て
て
舟
橋
字
深
持
に
て
角
町
と
い
ふ
。
古
き
字
は
こ
れ
は
山

の
崎
に
あ
り
て
角
な
れ
る
名
称
な
ら
ん
、
中
丸
等
あ
り
し
時
の

名
残
り
か
。
此
角
町
に
本
郡
金
足
村
小
泉
の
豪
農
奈
良
氏
の
祖

先
舟
橋
の
奈
良
家
よ
り
分
れ
て
住
居
せ
し
処
な
り
。
幾
程
も
な

く
し
て
小
泉
に
移
住
せ
し
と
い
ふ
（
三
百
年
以
前
の
事
な
る
べ

し
。
舟
橋
、
小
泉
と
も
に
紋
処
菩
提
所
皆
同
じ
）。

手
の
上古

川
敷
の
辺
に
あ
り
。
こ
れ
は
川
土
手
の
上
と
い
う
の
略
言

な
ら
ん
。
地
景
よ
く
方
れ
り
。

岡
井
戸

岡
井
戸
の
名
称

こ
の
こ
と
舟
橋
の
部
に
委
し
く
記
す
。

産
土
神
八
幡
宮

瀬
下
氏
系
図

岡
井
戸
の
本
村
は
飛
地
に
て
、
組
込
た
る
舟
橋
字
深
持
に
あ

り
。
今
の
岡
井
戸
は
瀬
下
正
兵
ェ
の
先
代
開
墾
せ
し
と
い
ふ
。

同
氏
の
元
と
氏
神
也
。
今
神
像
は
左
襟
に
し
て
、
古
代
の
形
な

り
し
を
焼
亡
せ
し
よ
り
新
に
作
れ
る
も
左
襟
に
せ
し
と
い
ふ
。

瀬
下
氏
に
系
図
の
端
の
如
き
も
の
あ
り
、
左
の
如
し
。
口
碑
に

此
八
幡
神
体
は
新
庄
の
落
城
の
時
岡
井
戸
に
移
し
た
り
と
い

ふ
。
此
新
庄
の
館
と
い
ふ
に
は
何
村
の
館
を
い
ふ
に
や
可
尋
。

右
下
国
殿
親
愛
様
之
身
内

氏
者
源
名
字
瀬
下
安
芸
守

蔵
信
判

一
字
之
事

同
瀬
下

甚
三
郎

元
信
判

同
瀬
下

金
四
郎

重
信
判

同
瀬
下

拾
兵
衛

勝
信
判

吉
日
良
辰

于
時
慶
長
三
年

霜
月
吉
日

渡
置
所
岡
井
戸
之
内
也

瀧
沢

石
英
粗
面
岩

和
田
と
苗
代
沢
と
の
間
の
山
に
し
て
岩
石
多
し
。
石
英
粗
面

岩
に
し
て
石
材
に
も
な
り
、
彫
刻
し
た
る
文
字
も
容
易
に
滅
せ

ざ
る
也
。
又
石
英
の
砂
岩
の
風
化
し
た
る
物
処
々
に
あ
り
。

丸
の
内字

中
丸
に
あ
り
、
田
中
に
丸
の
内
と
い
ふ
小
字
あ
り
。
此
丸

の
内
の
あ
た
り
に
堀
あ
と
あ
り
、
舟
橋
舘
の
丸
の
内
な
る
べ
し
。
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槻
木

槻
木
の
名
称

今
の
字
槻
の
木
と
い
へ
る
処
に
大
樹
の
槻
あ
り
し
よ
し
。
こ

れ
よ
り
名
付
し
な
ら
ん
。

槐
舘

本
部
洛
の
西
方
に
し
て
高
野
字
の
山
嶺
に
あ
り
。
住
人
の
名

知
れ
ず
、
唯
馬
場
目
玄
蕃
に
落
さ
れ
た
り
と
口
碑
に
伝
ふ
。

大
坂
森蘭

土
下
よ
り
岩
瀬
に
越
る
山
道
に
あ
り
、
森
七
ッ
あ
り
し
と

也
。
今
も
処
々
に
森
あ
り
、
古
墳
な
る
に
や
。
其
近
く
に
も
墳

墓
と
覚
し
き
処
あ
り
、
戦
死
せ
し
人
等
の
墳
に
や
。
蘭
土
下
此

麓
に
あ
り
。
む
か
し
の
墓
地
を
ラ
ン
ト
ウ
と
伝
ふ
、
今
も
墓
地

を
ラ
ン
ト
ウ
と
唱
ふ
。
此
を
以
て
考
ふ
れ
ば
古
墳
な
ら
ん
か
。

土
瀝
青

油
煙

俗
に
草
生
土
、
土
油
と
唱
ふ
本
邦
有
名
の
地
也
。
此
蘭
土
下

の
辺
よ
り
草
生
土
、
真
形
、
龍
毛
、
岩
瀬
等
に
つ
づ
く
地
脈
、

壱
里
四
方
位
の
処
一
山
皆
土
瀝
青
生
ず
。
こ
れ
を
販
売
し
て
生

活
を
な
す
も
の
数
十
戸
あ
り
。
多
く
柿
屋
根
に
塗
り
又
は
蔵
塀

板
に
塗
り
、
塼
に
切
り
て
道
路
に
布
き
、
油
は
土
油
を
製
す
殺

虫
に
も
用
ゆ
。
黒
沢
氏
（
二
戸
あ
り
）
焚
て
油
烟
を
製
し
業
と

す
。
此
土
中
よ
り
椴
の
木
又
は
実
杉
等
の
埋
木
生
ず
。
其
中
に

藍
鉄
鉱
交
り
て
出
る
こ
と
あ
り
、
藍
鉄
鉱
は
蘭
土
下
よ
り
出
づ
。

塔
田
の
堀
跡

此
字
の
南
部
に
畑
あ
り
、
其
地
の
周
囲
に
堀
跡
あ
り
。
是
は

宮
田
家
の
先
代
豪
族
に
し
て
住
居
せ
し
処
な
り
と
い
ふ
。
塔
田

も
又
故
あ
る
べ
し
。

某
年
の
大
洪
水

む
か
し
大
洪
水
あ
り
。
新
庄
横
長
根
の
肩
よ
り
水
越
て
此
沢

に
流
れ
た
る
時
、
蘭
土
下
か
く
れ
た
り
と
い
ひ
伝
へ
り
。
何
の

頃
と
も
さ
だ
か
な
ら
ね
ど
、
白
鬚
水
の
こ
と
な
ら
ん
か
。

真
形

草
生
土

本
村
の
南
部
に
し
て
岩
瀬
村
大
堤
の
上
に
あ
り
。
土
瀝
青
最

も
多
し
。

馬
頭
観
音

字
草
生
土
の
深
田
に
あ
り
。
斉
藤
吉
郎
兵
ェ
の
氏
神
に
し
て

参
詣
人
の
多
き
堂
也
。
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龍
毛

龍
毛
の
名
称

素
と
大
洪
水
の
時
に
作
毛
の
流
失
し
た
る
地
の
跡
に
村
居

を
開
き
た
る
を
以
て
流
毛
と
名
付
た
る
を
、
文
字
の
不
祥
な
る

を
忌
て
竜
毛
と
あ
ら
た
め
た
る
な
る
べ
し
。
往
古
大
洪
水
に
て

槻
木
の
蘭
土
下
ま
で
か
く
れ
た
る
な
ど
い
ふ
頃
に
や
。
是
は
予

が
地
景
よ
り
の
愚
考
な
る
の
み
。

極
楽
館

尼
沢

護
摩
沢

山
田
の
深
田
沢
と
の
境
に
し
て
、
東
の
方
の
山
嶺
尼
沢
の
上

に
あ
り
。
是
は
山
田
の
館
主
山
田
喜
六
の
菩
提
所
極
楽
寺
の
跡

也
と
古
書
に
あ
り
。
遠
く
山
海
を
見
渡
さ
れ
て
佳
景
の
地
也
、

故
に
名
付
く
と
い
ふ
。

此
西
の
沢
に
尼
沢
、
護
摩
沢
等
あ
り
。
ふ
る
き
唄
に

姉
こ
何
ち
ゃ
行
く
山
田
の
寺
さ

年
も
行
か
な
い
し
て
後
世
願
う

産
土
神
観
音

豊
川
に
沿
て
観
音
村
と
い
ふ
あ
り
。
素
と
此
処
の
旧
家
沢
井

三
左
ェ
門
の
氏
神
に
し
て
、
今
も
旧
地
に
石
祠
あ
り
。
こ
れ
を

今
の
山
根
の
山
に
移
し
て
産
土
神
と
す
、
故
に
観
音
村
の
名
残

れ
り
。

毘
沙
門
堂

下
村
に
あ
り
古
社
也
。
素
の
産
土
神
也
と
い
う
。
此
地
は
龍

毛
開
村
の
前
よ
り
の
社
な
ら
ん
か
。
此
毘
沙
門
は
素
と
大
社
に

し
て
其
社
地
山
田
に
つ
づ
き
、
山
田
深
田
の
下
ま
で
つ
づ
き
た

る
地
な
ら
ん
か
。
今
も
山
田
に
毘
沙
門
の
字
あ
り
、
大
洪
水
に

其
中
央
破
れ
て
川
を
隔
て
両
村
に
残
り
し
な
ら
ん
。

細
田
の
岳

坂
の
下

古
屋
布

字
細
田
と
い
ふ
は
田
屋
縄
手
の
東
部
に
あ
り
。
此
中
央
に
一

の
岳
あ
り
し
な
ら
ん
。
傍
の
腐
植
土
の
地
の
客
土
と
な
し
て
今

は
平
地
と
な
れ
り
、
故
に
坂
の
下
等
の
名
あ
り
。
其
近
き
に
古

屋
布
等
の
名
も
残
れ
り
。

堤
下
の
角
閃
安
山
岩

字
後
に
山
よ
り
つ
づ
き
堤
下
に
至
り
角
閃
安
山
岩
顕
出
せ
り
。

沖
村

旧
家

も
と
海
面
な
り
し
時
の
名
残
り
し
な
ら
ん
。
此
沖
村
に
沢
井

重
助
と
い
ふ
も
と
豪
族
の
あ
と
あ
り
。

冷
泉

十
九
番
字
郷
界
沼
地
の
下
に
湧
出
す
。
三
十
一
年
よ
り
浴
室
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を
設
く
、
其
功
能
左
の
如
し
。

古
村
絵
図

土
瀝
青堤

の
上
の
山
に
多
し
、
槻
木
山
に
接
す
。
土
油
を
販
売
す
る

も
数
十
戸
、
油
烟
を
製
す
る
黒
沢
氏
一
戸
あ
り
。

山
田

古
館

屋
布
館

御
園

中
丸

大
手
の
口

古
井
戸

焼
米

墓
地
再
点

旧
家

山
田
の
東
方
の
山
嶺
に
あ
り
、
字
坂
の
下
の
上
の
山
に
あ
り
、

其
城
跡
顕
然
た
り
。
坂
の
下
の
西
手
に
大
手
の
口
あ
り
門
の
跡

あ
り
、
今
大
手
の
囲
と
い
ふ
是
也
。
館
の
中
段
に
倉
庫
あ
り
し

と
見
え
て
焼
米
多
し
。
下
り
て
段
あ
り
、
こ
こ
に
古
井
戸
あ
り

近
年
ま
で
雨
乞
に
汲
替
へ
、
此
傍
に
黒
川
の
者
来
り
晩
樂
を
行

ふ
。
古
井
戸
に
武
具
あ
り
と
い
ひ
伝
ふ
。
今
の
字
家
の
上
の
内

児
玉
問
市
屋
敷
を
お
そ
の
ふ
と
い
ふ
。
む
か
し
園
地
な
り
し
と

い
ふ
。
屋
布
の
下
に
中
丸
と
い
ふ
処
あ
り
、
こ
れ
は
も
と
の
中

丸
の
あ
と
な
り
し
と
い
ふ
。

又
、
大
堤
の
西
南
に
あ
た
り
て
柄
木
沢
は
屋
布
館
と
い
ふ
台

地
あ
り
、
こ
れ
は
館
な
り
し
と
な
ん
。
館
主
山
田
喜
六
は
秋
田

氏
の
家
士
也
（
山
田
喜
六
氏
は
三
浦
兵
庫
守
の
姉
婿
也
と
な

り
）
。
天
正
年
中
三
浦
氏
に
主
家
の
為
に
議
す
る
事
あ
り
て
出

た
る
跡
に
秋
田
家
の
討
手
の
為
に
落
城
、
火
の
手
を
見
て
今
の

小
今
戸
の
地
に
あ
り
て
自
害
せ
り
。
後
家
臣
山
田
に
あ
り
て
主

人
の
霊
魂
を
祭
り
、
年
々
七
月
十
三
日
に
自
害
の
地
に
墓
参
し

て
後
各
家
の
祖
霊
を
祭
る
を
例
と
せ
し
こ
と
百
年
前
ま
で
怠

ら
ざ
り
し
を
、
其
后
自
害
の
地
さ
へ
定
か
な
ら
ざ
り
し
を
、
今

三
十
一
年
適
産
調
に
審
査
し
て
同
年
よ
り
墓
参
を
再
興
せ
り
。

其
臣
下
六
家
、
石
川
、
金
子
、
大
木
、
石
井
、
児
玉
、
伊
東
等

也
。

八
幡
館

畳
石

字
畳
沢
の
東
峯
に
あ
り
。
山
田
喜
六
の
鎮
守
に
し
て
八
幡
の

宮
あ
り
し
を
、
後
今
の
八
幡
宮
林
に
移
せ
り
。
八
幡
の
宮
の
畳

を
投
げ
た
る
が
石
に
な
り
た
り
と
い
ひ
つ
た
ふ
。
聚
塊
岩
あ
り
。

寺
屋
敷八

幡
下
の
山
の
麓
に
あ
り
。
寺
号
し
れ
ず
。

毘
沙
門字

毘
沙
門
は
龍
毛
の
毘
沙
門
に
つ
づ
き
た
る
地
な
る
べ
し
。

今
も
龍
毛
に
毘
沙
門
の
宮
あ
り
。
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古
木

石
川
の
椴

石
川
の
寒
椿

児
玉
長
之
助
の
梅

石
川
老
之
助
の
庭
前
の
椿
は
、
む
か
し
下
虻
川
に
佐
竹
公
の

御
休
所
あ
り
し
時
献
納
し
た
る
を
大
樹
の
為
に
御
預
け
と
な

り
し
木
也
（
此
書
付
草
木
谷
の
焼
亡
に
罹
れ
り
）
。
椴
は
石
川

老
之
助
の
庭
崎
の
山
根
に
あ
る
古
樹
也
、
回
り
一
丈
五
六
尺
。

児
玉
長
之
助
の
梅
は
、
天
保
大
飢
饉
に
長
之
助
一
人
生
残
り
此

梅
の
実
を
食
し
て
逃
れ
た
り
。

岩
石

第
三
紀
頁
岩
多
し
。
岡
井
戸
の
滝
の
沢
よ
り
山
脈
つ
ゞ
き
た

る
に
や
。
坂
の
下
に
石
英
粗
面
岩
の
凝
灰
岩
呈
せ
り
。
畳
沢
に

は
聚
塊
岩
あ
り
、
大
坂
に
は
石
英
粗
面
岩
の
第
四
紀
古
層
の
被

れ
る
層
あ
り
。
法
流
沢
の
入
口
に
風
化
し
て
脆
き
粗
面
岩
の
砂

岩
あ
り
。

古
石
器
類

本
部
落
中
字
西
野
の
古
層
に
最
も
多
し
、
其
図

曲
玉
の
類

穴
明
岩

木
葉
石

黒
曜
石
の
矢
の
根
石

雷
棒
の
欠
け

（
西
野
の
西
に
虻
川
の
金
崎
堤
あ
り
。
其
の
溜
の
中
に
さ
し
出

た
る
崎
あ
り
、
こ
れ
に
石
器
あ
り
。
こ
れ
は
素
と
同
村
山
崎
と

同
じ
古
層
の
地
な
る
を
、
堤
を
築
き
て
此
崎
中
島
の
如
く
に
な

り
し
な
ら
ん
か
。）

次
に
花
畠
其
他
処
々
に
散
在
せ
り
。

市
の
坪

法
流
沢

湯
ノ
沢

満
中

古
館
の
あ
り
し
時
は
此
沢
合
を
通
り
し
処
な
ら
ん
。
法
流
沢

は
保
量
神
社
の
あ
り
し
処
な
ら
ん
、
樹
木
に
も
保
龍
と
い
ふ
字

あ
り
。
湯
の
沢
は
湯
の
湧
出
た
る
地
な
ら
ん
、
変
動
に
よ
り
て

廃
れ
た
る
か
。
今
此
方
位
に
し
て
金
山
の
産
土
神
社
の
前
の
田

に
湯
の
出
る
処
あ
り
。
満
中
沢
は
前
沢
の
訛
り
た
る
な
る
べ
し
、

古
館
の
前
に
あ
た
れ
ば
也
。

大
学
屋
敷

毘
沙
門
根
笹
山
の
東
に
あ
り
。
山
田
、
龍
毛
の
開
田
の
時
に

石
川
大
学
が
住
居
せ
し
屋
布
也
（
大
久
保
の
古
野
帳
に
も
大
学

の
所
地
あ
り
）
。
花
畑
の
奥
石
井
喜
市
の
屋
布
も
、
素
肝
煎
除

き
屋
布
に
し
て
大
学
屋
布
也
。
大
学
は
石
川
老
之
助
の
中
祖
に

し
て
正
保
年
間
の
人
也
。

山
田
の
葬
具

古
来
よ
り
葬
具
の
龍
頭
を
用
ひ
ず
。
伝
曰
、
天
王
の
牛
頭
天

王
の
宮
に
手
な
槌
足
な
槌
の
古
事
に
準
ひ
、
三
倉
鼻
の
夫
権
現
、

芦
崎
の
姥
堺
前
を
比
し
て
、
山
田
の
大
虻
を
此
村
に
た
と
へ
、
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下
虻
川
に
八
ツ
口
橋
の
名
残
を
留
め
た
る
よ
り
、
龍
の
形
あ
る

も
の
を
村
に
入
れ
ず
と
い
ふ
。

下
台

下
台
は
山
田
部
落
の
字
家
の
上
の
西
部
の
山
の
平
に
あ
る

平
坦
の
地
也
。
此
の
地
景
を
察
す
る
に
、
石
川
九
十
郎
の
家
は

其
沢
口
に
あ
り
て
、
こ
れ
よ
り
登
り
し
坂
路
に
し
て
奥
に
突
当

た
り
西
に
屈
曲
し
て
上
に
登
れ
ば
下
台
の
平
坦
の
地
に
入
る
。

又
突
当
ら
ぬ
内
に
東
に
曲
っ
て
数
段
あ
る
処
に
登
る
。
則
予
が

可
祝
を
立
て
た
る
、
俗
に
云
桐
木
畑
に
至
る
。
数
段
あ
り
左
右

段
あ
り
て
普
通
の
山
畑
と
は
見
え
ぬ
処
也
。
如
何
、
古
城
の
砦

な
ど
を
置
た
る
処
な
ら
ん
と
思
ふ
也
。

今
の
九
十
郎
よ
り
四
代
前
の
石
川
九
十
郎
は
予
が
家
の
分

家
な
り
し
也
。
其
人
の
子
を
長
四
郎
と
い
ふ
。
此
の
人
の
噺
を

今
の
九
十
郎
承
り
し
に
、
九
十
郎
の
蔵
の
後
（
家
よ
り
南
の
出

口
の
西
南
の
懐
也
）
よ
り
登
る
小
道
あ
り
し
よ
し
。
こ
れ
は
今

古
木
の
松
あ
る
処
に
（
今
九
十
郎
の
古
墳
の
地
）
登
る
道
に
て
、

此
の
台
の
内
に
古
く
建
物
あ
り
し
よ
し
を
い
わ
れ
し
よ
し
。
砦

の
残
れ
る
も
の
何
ぞ
あ
り
し
な
ら
ん
か
。
猶
中
丸
と
い
ふ
字
、

此
処
よ
り
南
に
さ
し
て
壱
丁
も
隔
て
ぬ
田
の
内
に
あ
り
。
又
極

楽
館
は
山
田
氏
の
菩
提
寺
と
あ
れ
ば
、
此
辺
に
館
山
の
前
の
古

城
あ
り
し
に
や
。
い
づ
れ
城
郭
の
名
残
る
べ
し
。
或
は
此
下
台

古
き
城
郭
に
し
て
、
後
館
山
に
城
を
移
し
て
武
士
の
屋
布
と
し

た
る
を
以
て
屋
布
下
の
字
今
に
残
る
か
。
此
屋
布
下
の
字
も
三

百
年
前
よ
り
の
唱
也
。


